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実証概要とサプライチェーン図

愛知県知多市における低炭素水素モデルタウン実証事業

（愛知県知多市、実施代表者：愛知県庁）

概要

愛知県が全国一の設置数(34箇所)を誇る水素STを拠点に、地域資源を活用して製造・調達した低炭素水素
を、既存LPG配送網や各種新型水素容器を利用し、運輸分野だけでなく街利用分野の需要先へ効率的に供
給する。

街利用による新たな水素需要創出や、海外からの大規模水素等と連携し、サプライチェーンのスケールアップを図
ることで、水素供給の低コスト化と水素STの自立化に貢献する。

事業場所 愛知県知多市 事業期間 令和7年度～令和11年度（予定）

（愛知県庁報道発表資料より作成）
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